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開会の挨拶
宮原町長

　
東
串
良
町
が
抱
え
る
地
域
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
に
対
応
す
る
移
住
・
定
住
政
策
に
首

都
圏
の
中
高
生
が
取
り
組
む
企
画
「
東
串
良

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
!!
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
発
表
審
査

会（
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
）が
、
８
月

25
日
（
日
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
首
都
圏
の
中
高
生
か
ら
本
町

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
知
名
度

拡
大
（
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
）
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
の
企
画
を
通
じ
て
参
加
生
徒
、
家
族
、

学
校
の
教
職
員
「
東
串
良
町
フ
ァ
ン
（
応
援

団
）」
づ
く
り
を
推
進
す
る
関
係
交
流
人
口

の
増
加
、
な
ら
び
に
若
い
世
代
の
政
策
提
言

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▲様々なアイデアが発表されました ▲審査風景

京華高校２年
齋藤  貴宏さん

麻布中学校３年
西山  直輝さん

審査総評
畠中副町長

地域おこし協力隊
山田さん

ＳＵＭＯＵ！！チャレンジ事務局
柳生さん

質疑応答▶

東串良ＳＵＭＯＵ !!チャレンジの
発表審査会　　　  が開催されました。政策アイデア

コンテスト（　　　）
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第
一
回
と
な
る
今
回
は
14
名
が
応
募
し
、

書
類
選
考
を
通
過
し
た
麻
布
中
学
校
３
年
の

西
山
直
輝
さ
ん
、
京
華
高
校
２
年
の
齋
藤
貴

宏
さ
ん
、
本
郷
高
校
１
年
の
山
崎
誠
悟
さ
ん

の
３
名
が
来
町
し
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
代
横
綱
と
も
言
え
る
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
の
は
『
学
術
研
究
都
市
「
東
串
良
」』

を
提
案
し
た
齋
藤
さ
ん
の
発
表
で
「
学
生
と

と
も
に
成
長
す
る
マ
チ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
町
内
を
巡
り
、
各
施
設
や
商
店
、

地
元
産
品
を
視
察
し
ま
し
た
。
参
加
学
生
の

み
な
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
訪
れ
る
東
串
良
に

強
い
関
心
を
示
し
「
ふ
る
さ
と
で
は
な
い
の

に
、
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
。
首
都
圏
で
も
東

串
良
町
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

町内視察の様子

最優秀賞 京華高校２年　齋藤貴宏さん
「学生とともに成長するマチ」

本郷高校１年
山崎  誠悟さん

懇親会の様子

質疑応答▶

児玉醸造

漁協

石油備蓄基地
村山製油

坪山水産

さつまあげ試食

唐仁古墳群

神武天皇御発航伝説地記念碑
特製かごしまランチ

東串良ＳＵＭＯＵ !!チャレンジの
発表審査会　　　  が開催されました。政策アイデア

コンテスト（　　　）

生しらす試食
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町長の動き（８月下旬～９月中旬）

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
の
一
員
と
し
て

７
月
29
・
30
日
に
中
央
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
隅
地
域
の
最
重
点
要
望
項

目
の
実
現
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
度
の

予
算
要
求
前
に
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
国
や
関
係
機
関
に
予
算
措
置
の
要
望
を

行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
要
望
は「
東
九
州
自
動
車
道
を
は

じ
め
と
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
及
び
域
内
主

要
道
路
の
整
備
促
進
」
や「
畜
産
振
興
対
策

の
充
実
・
強
化
」
を
は
じ
め
と
す
る
全
19
の

事
項
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
国
の
予
算
措
置
・
支
援
等
を
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
９
月
20
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で「
秋
の
交
通
安
全

運
動
・
地
域
安
全
運
動
合
同
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
安
全
運
動
期
間
中（
９
月

21
日
～
30
日
）に
交
通
安
全
町
民
推
進

協
議
会
と
肝
付
警
察
署
が
連
携
し
実

施
す
る
も
の
で
す
。「
安
全
運
転
」
と

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」の
啓
発

を
目
的
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

同
出
発
式
で
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子
世

界
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

で
あ
り
12
月
に
世
界
タ
イ
ト
ル
マ
ッ

チ(

肝
付
町
で
開
催)

を
予
定
し
て
い
る

「
天
海
ツ
ナ
ミ
さ
ん
」
が
、
肝
付
警
察

署
一
日
署
長
と
し
て
来
町
さ
れ
た
ほ

か
、
東
串
良
中
学
校
の
成
山
桐
慈
さ

ん
か
ら「
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
努

め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
ま
も
り
た
い
」
と“
交
通
安
全
の

誓
い
”が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
30
日
、
午
前
11
時
か

ら
役
場
前
の
県
道
で「
交
通
安
全
・
地

域
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
行
い

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
と
飲
み
物
な
ど
を

配
布
し
、
安
全
運
転
に
努
め
る
よ
う

通
行
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

中央要望（東京都）を行いました

交通安全・地域安全を呼びかけました

ＷＢＯ女子世界ライトフライ級
チャンピオンの天海ツナミさん

月　日 行　　　事 月　日 行　　　事
８月22日 大隅森林組合通常総会 ９月４日 大隅地区ホルスタイン共進会

24日 大隅縦貫道整備促進決起大会 ６日 高齢者訪問（町内一円）
25日 東串良ＳＵＭＯＵ！！チャレンジ ７日 「救急の日」及び「救急医療週間」講演会
29日 大隅総合開発期成会 鹿児島県要望 10日 肝属地区秋季畜産共進会
30日 東串良町秋季畜産共進会 14日 ルーピンの里 敬老祝賀会
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９
月
13
日（
金
）
元
自
民
党
副
総

裁「（
故
）
二
階
堂
進
氏
」
の
長
男

「
二
階
堂
行
海
氏
」と
孫「
二
階
堂
行

宣
氏
」が
、
先
般
訪
れ
た
志
布
志
国

家
石
油
備
蓄
基
地
見
学
の
御
礼
と
、

情
報
交
換
の
た
め
本
町
へ
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
行
海
氏
は
東
京
理
科
大

学
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
行
宣
氏

は
法
政
大
学
経
営
学
部
准
教
授
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

二階堂さん表敬訪問

まちのHOT NEWS
寺踊り ～豊作・健康・安全祈願～

　

耳
に
つ
け
て
い
る
白
い
紙
は
『
廣
田
神
社
』
か

ら
頂
い
た
も
の
で
、
今
夜
一
晩
つ
け
る
こ
と
で
自

ら
の
健
康
や
交
通
安
全
・
健
康
等
を
祈
願
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。

　
復
活
を
志
し
た
（
溜
水
中
）
有
留
リ
ツ
さ
ん
は
、

「
メ
ン
バ
ー
は
皆
75
歳
以
上
で
高
齢
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
伝
統
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
（
水
）
よ
く
晴
れ
た
昼
下
が
り
、
溜

水
地
区
か
ら
に
ぎ
や
か
な
音
が
き
こ
え
て
き
た
。

　

も
と
も
と
は
、
旧
暦
の
７
月
27
日
に
行
わ
れ
て

い
た
水
神
様
と
田
の
神
様
を
奉
る
溜
水
地
区
の
伝

統
行
事
。
太
鼓
・
鐘
・
拍
子
木
の
音
に
合
わ
せ
て

踊
り
、
溜
水
地
区
を
練
り
歩
く
も
の
。

　

５
年
ほ
ど
前
か
ら
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
、
こ

ろ
ば
ん
体
操
の
メ
ン
バ
ー
（
18
名
）
で
昨
年
復
活

さ
せ
た
。
こ
の
時
期
、
お
地
蔵
様
の
清
掃
を
行
う

た
め
そ
れ
と
併
せ
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

▲保存会のみなさん

▲左から田之畑議長、行海氏、宮原町長、行宣氏、下本地鹿屋市議会議員
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まちのHOT NEWS

～大隅de縁結び～
7組のカップルが成立♡

　

８
月
18
日
（
日
）
テ
ィ
ヌ
カ
ー
ラ

K
A
N
O
Y
A
で
、
～
大
隅
de
縁
結
び
～
大
隅

5
町
合
同
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
M
C
竹
之
内
雄
太
さ
ん
と
、
榮
徳
多
賀
子
さ

ん
の
ト
ー
ク
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い

雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ヌ
カ
ー
ラ
の
美
味
し
い
食
事
と
、
デ

ザ
ー
ト
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
み
な
さ
ん
仲
良
く

話
を
さ
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
後
の
告
白
タ
イ
ム
で
は
、
勇

気
を
振
り
絞
っ
て
告
白
さ
れ
る
方
も
い
た
り
、

複
数
の
方
か
ら
告
白
を
受
け
る
方
が
い
た
り
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
参
加
者
59
名
中
、
な
ん
と
7
組
も
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
予
定
は
２
月
で
す
。
次
回
も
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「救急の日」及び「救急医療週間」行事が行われました。
　
９
月
７
日
（
土
）
に
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、令
和
元
年
度
「
救
急
の
日
」

及
び
「
救
急
医
療
週
間
」
の
行
事
を

肝
属
東
部
医
師
会
と
共
催
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
救
急
医
療
講
演
で
は
、
鹿
児
島
大

学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
井
村
隆
介

准
教
授
に
よ
る
「
地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
」
と
い
う
演
題
で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
も
高
い
確
率

で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
『
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
』
で
の
被
害
が
想
定
さ

れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
場

を
訪
れ
た
人
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

講
演
を
聞
き
、
講
演
が
終
了
し
た
後

も
、
少
し
で
も
多
く
の
話
を
聞
こ
う

と
、
先
生
の
周
り
に
は
人
だ
か
り
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
部
消
防
署
救
急
隊
員
に

よ
る
「
救
急
蘇
生
法
の
実
演
及
び
実

技
指
導
」
で
は
、
日
常
の
中
で
突
然

訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
救
急
の
場
面

で
も
、
あ
わ
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う

隊
員
の
方
が
丁
寧
に
指
導
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
の
方
法
な
ど
、
実
技
を
交
え
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
今

日
は
来
て
よ
か
っ
た
。」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

厚生労働大臣から感謝状

　

志
布
志
石
油
備
蓄
株
式

会
社
志
布
志
事
業
所
に
よ

る
長
年
の
献
血
推
進
活
動

に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
事
業
所
で
は
、
平
成

３
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
年
間
２
回
実
施
し
、
永

き
に
わ
た
り
献
血
推
進
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
活
動
が
認
め

ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

井
村
准
教
授
に
よ
る

救
急
医
療
講
演

▲救急蘇生法の実技指導

▲立体ハザードマップで逃げ道を確認
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日本年金機構「ねんきんダイヤル」　☎0570-05-1165（ナビダイヤル）
０５０で始まる電話でおかけになる場合は、☎03-6700-1165（一般電話）

受付時間：月　曜　日　８：３０～１９：００
　　　　　火～金曜日　８：３０～１７：１５
　　　　　第２土曜日　９：３０～１６：００

東串良町役場　住民課年金係　☎63-3102（内線105）

お問い合わせ先

鹿屋年金事務所は、原則予約制です！
年金のご相談は、まずご予約をお願いします。

● 平 日
　＜午前＞　８：３０～正午まで
　＜午後＞１３：００～１７：１５まで
※ただし、月曜（祝日の場合は翌営業日）の午後は、19時まで

☞年金相談時間
● 第２土曜
　＜午前＞　９：３０～正午まで
　＜午後＞１３：００～１６：００まで

鹿屋年金事務所　お客様相談室　☎０９９４（４２）５１２１
　音声案内　　　を押してください。次の音声案内で　　　を押してください。
音声案内途中でも番号は押せます。
※相談当日の予約は、準備の都合上お受けできないことがあります。
※�予約の際、氏名、生年月日、基礎年金番号、相談内容等を伺いますので、事前にご準備ください。

☞予約について

１番 ２番

年金情報流出を口実にした犯罪にご注意ください！
　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を消除してあ
げる」と持ちかけてくる者が現れています。
● 日本年金機構から、この件でお客様に電話やメールで連絡することは、
一切ありません。なお、流出が確認された方への新しい基礎年金番号は、
郵送でお知らせします。

● 日本年金機構が、この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求す
ることは、一切ありません。

● 日本年金機構が、この件でお客様にＡＴＭの操作をお願いすることは、一切ありません。

ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、
下記電話窓口またはお近くの年金事務所へご連絡ください。

鹿屋年金事務所 からのお知らせ
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福 祉 課 よ り

■対象者■
①�平成30年４月１日～令和２年３月31日の期間
に『65・70・75・80・85・90・95・100歳』
の誕生日を迎える方

※期間中であれば誕生日前でも接種可
②�満60歳以上65歳未満の方で、一定の障害　を
有する方

　　�心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能の障害

■対象期間■
　令和２年３月31日（火）まで
■助成回数■
　１回分

　日本脳炎の予防接種は、予防接種法に基づき
積極的勧奨が見送られた時期がありました。
　下記の特例措置の期間内に生まれた方は予防
接種が不十分である場合があります。
　接種が済んでいるかご確認ください。
■特例措置対象者■
　�平成７年４月２日～�
平成19年４月１日生まれの方

■対象年齢■
　20歳になる前日まで
■第２期の勧奨対象者■
　今年度18歳になる方
※�第１期（３回）が終了している方にも勧奨をし
ています

※�特例措置対象者は勧奨期間前に受けることも
できます

※�勧奨対象者には「予診票」を４月に配付してお
りますが、紛失された方は再発行ができます
のでご連絡ください

（（定期予防接種））
■対象者■
①65歳以上の方
②�満60歳以上65歳未満の方で、一定の障害　を
有する方

　　�心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能の障害

■助成回数■
　１回分
■助成費用■
　2,000円
※助成額を超えた分の差額は自己負担
※生活保護受給者は全額助成
■対象期間■
　令和元年10月15日（火）～令和２年１月31日（金）
　（一部医療機関を除く）

（（任意予防接種））
■対象者■
　生後６か月～ 19歳未満（高校３年生相当）
※�仕事等に従事し、保護者の扶養を受けていな
いものは対象外

■助成回数■
　13歳未満……２回
　13歳～19歳未満……１回
■助成費用■
　2,000円
※助成額を超えた分の差額は自己負担
■接種間隔■
　１回目の接種後２～４週間といわれますが、
詳しくは医師にご相談ください。
■対象期間■
　令和元年10月15日（火）～令和２年１月31日（金）

成人用肺炎球菌ワクチン

日本脳炎(特例措置)予防接種

季節性インフルエンザ

予防接種はお済みですか？ ～令和元年度助成について～

令和元年度鹿児島障害者職業能力開発校訓練生募集
障がいのある方を対象に，訓練生を募集します。
○募集期間　パソコン事務科　
　令和元年10月15日(火) ～令和元年11月5日(火)
○訓練期間（３ヶ月）　パソコン事務科　
　令和元年12月３日(火) ～令和２年２月27日(木)

　授業料，入校料は無料。校内に寮完備（入寮は
任意）。※介護は対応していません。

　ハローワークのあっせんを受けられた方は，雇
用保険の延長，職業訓練受講給付金・訓練手当の
支給を受けられる場合があります。
　詳しくは，下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先：�鹿児島障害者職業能力開発校�
☎0996-44-2206

　　　　　　　　ハローワーク鹿屋　☎42-4135
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福 祉 課 よ り

第1３回 ハートフルウィーク
　誰もが共生していける地域を目指し、障がいの
ある方々への理解を深めるため、福祉事業所等の
活動紹介、障がいのある方々の作品展、販売を行
います。

【作品展・物販】
開　催：10月30日（水）～ 11月４日（月）　
場　所：�プラッセだいわ鹿屋店１階、３階�

（鹿屋市白崎町４－１）
時　間：10：00～　　
入場料：無　料
内　容：�福祉事業所等の活動紹介、作品の展示・販売
【ハートフルウィークにて展示作品の募集をしています】
テーマ：特に決まりはありません

対象者：�鹿屋市、垂水市、東串良町、錦江町、南
大隅町、肝付町にお住いの方で障がいの
種別、年齢は問いません�

作品規定：�絵画、写真、ちぎり絵、習字など紙に
描いてある物なら何でもかまいません。
サイズ：最大八つ切り画用紙(27.1㎝×
39.2㎝ )まで

応募方法：�各市町の障害福祉窓口かハートフルウィー
ク実行委員会事務局（肝属地区障がい者基
幹相談支援センター）へご持参ください

応募締切：10月24日(木)まで
お問い合わせ先：�ハートフルウィーク実行委員会事務局�

☎35-4801　FAX：43-2050

10月は里親月間です。
　「里親制度」とは、親の事故や病気などさまざま
な事情により自分の家庭で暮らすことのできない
子どもを、家族の一員として家庭に迎え入れ、児
童福祉法に基づいて養育してくださる方（里親）
に、養育をお願いする制度です。
　里親は、養育里親、専門里親、親族里親、養子

縁組里親の４種類に分類されています。里親にな
るためには、特別な資格等は必要ありませんが、
知事から里親として認定され、鹿児島県の里親と
して登録される必要があります。
　まずは、児童相談所にお問い合わせください。
鹿児島県大隅児童相談所　☎43-7011

◇ 集団接種（未接種分）の日程について
実施日 接種時間 接種場所 担当

１０
月
２５
日（
金
）

9：00～9：10 岩弘中公民館

有
水
獣
医
師

9：20～9：30 岩弘下公民館
9：40～10：00 町総合センター
10：10～10：20 池之原地区集落センター

（池之原中公民館）
10：30～10：40 肝属農業共済組合
10：50～11：00 俣瀬西公民館
13：10～13：20 唐仁集落センター

牧
原
獣
医
師

13：30～13：40 新川西下公民館
13：50～14：00 安留集落センター
14：10～14：20 役所公民館
14：30～14：40 秋丸石油前駐車場

※�今回の未接種分対象の集団接種は、一日のみの実施日
程ですのでご注意ください。

◇ 各種料金について
○ 狂犬病予防注射代（毎年１回） 
�内訳：�注射料金2,850円＋�

注射済票代550円(※町へ納付)
3,400円

○ 犬の登録代（犬鑑札を交付）
　※犬を飼う場合は、新規登録が必要です。 3,000円

　狂犬病予防注射が未接種である飼い犬を対
象に、集団接種を実施します。
　飼い犬は、毎年１回の狂犬病予防注射が義
務づけられていますので、都合の良い会場で、
必ず、接種してくださいますようお知らせい
たします。
　なお、接種時間は多少前後することがあり
ますので、あらかじめご了承ください。

『飼い主の皆様へのお願い』
・�犬の放し飼いは絶対にやめましょう。飼い犬の
起こしたトラブルは飼い主の責任となります。
・�散歩中の犬のフンは、責任を持って始末しましょう。
・�何らかの理由で犬を飼えなくなった場合は、飼
い犬を捨てるようなことはせず、まずは鹿屋保
健所へご相談ください。

【犬に関するお問い合わせ】
◆�東串良町役場福祉課　国保保健衛生係�
☎63-3103（内線126）
◆鹿屋保健所　☎52-2113

～狂犬病予防注射集団接種（未接種分）のお知らせ～
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福 祉 課 よ り

　みなさま、毎日お疲れ様です。気候が少し涼
しくなってきましたが、お体のメンテナンスは
お済みでしょうか？
　町では医師会健康診査を下記の日程で実施し
ます。今年度最後の集団健診になりますので、
この機会にぜひ受診ください。
■日　程■　令和元年11月3日（日）
■会　場■　町保健センター
■健診項目■
　①�（国保・長寿・若年・一般）健康診査
　②胃がん検診　　　　③肺がん検診
　④腹部超音波検診　　⑤前立腺がん検診
　⑥肝炎ウイルス検診
■申込方法■
　電話または「医師会健診申込書」をご提出くだ
さい。
■申込締切日■　お早めに申込みください

　今年度より、特定健診と同時受診ができるよ
うになりました。
　それに伴い、例年１月に脱漏者向けに行って
いた結核レントゲン検診は今年度から実施しま
せんので、ご了承ください。
　受診を希望する方は、11月３日（日）の医師会
健診をお申込みください。
■対象者■
　７月の振興会発送で肺がん検診の案内が届い
た、今年度で65歳以上の方
■予約方法■
　電話または、「医師会健診申込書」をご提出く
ださい。

　町では、集団で行う健診だけでなく、個別健
診も実施しています。個別健診は対象の医療機
関で受けることができます。
■対象者■
　①40歳～ 74歳の国保加入者
　②後期高齢者医療保険加入者
　③40歳以上の生活保護世帯

■検査項目■
特定健診診査項目
・身体測定　　・血液検査
・尿検査　　　・心電図検査
■健診料金■　無　料
■実施期間■
　令和２年３月まで
※一部医療機関は10月・11月末まで
■実施医療機関■

■対象者■
　町内に居住する20歳以上の方
■検査キット配布日■
　11月21日（木）～ 22日（金）
■検査キット回収日■
　11月27日（水）～ 29日（金）
　詳しい申し込み方法や検査キットの配布・回
収場所等については来月の振興会発送でご案内
します。

年１回 健診いっど！が 合言葉
～医師会健診のおしらせ～

肺がん検診を受診し忘れた方へ！

ご存知ですか？
～特定健診は病院で受けられる！～

・肝属東部医師会内医療機関
①小浜クリニック
　（鹿屋市吾平町上名10）
②花田整形外科・リウマチ科医院
　（鹿屋市串良町有里1-1）
③福留クリニック
　（鹿屋市串良町上小原3046）
④黎明脳神経外科医院
　（鹿屋市串良町上小原3500-1）
⑤山内クリニック
　（肝付町前田4816-2）
⑥春陽会中央病院
　（肝付町新富485）
⑦高山胃腸科・外科
　（肝付町前田923-1）
⑧吉川医院
　（肝付町前田863-1）
⑨山路医院
　（東串良町池之原141）
⑩吉重クリニック
　（肝付町北方581-1）
・鹿屋市医師会医療機関
※福祉課へお問い合わせください
・曽於医師会医療機関
・坂元内科クリニック
　（曽於郡大崎町永吉8299-1）

11月に大腸がん検診を行います！

【お問い合わせ先】福祉課　国保保健衛生係　☎６３－３１０３
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令和元年度 東串良町プレミアム付商品券 比較表

通称（区分） 消費増税対応分（国庫分） ルーピン商品券（通常分）

購入対象者 非課税者 ・子育て世帯 全ての方

販売総数 定めなし（対象者は全員購入可※１） 1,500セット（売り切れ次第終了）

お得な2種類のプレミアム付商品券を販売開始しました︕
販売期間：令和元年10月1日（火） （金）～令和2年1月31日 商品券購入場所：東串良町商工会

※１ 非課税者については役場企画課へ購入前の申請が必要です。（申請期限：：11月29日(金)まで）

かくにゃん ルピノン

利用店舗のお申込・商品券販売について⇒東串良町商工会 ☎ ６３－６５５４
お問合せ先 申請・制度等について⇒役場企画課商工振興係 ☎ ６３－３１２２

⇒その他商品券の詳細については広報「東くしら」９月号に掲載されています。

商品券を利用できる店舗等が追加されました（8/23～9/17追加分）。

◯永幸自動車 ◯新中崎商店 ◯永峯商店 ◯はるかぜ食堂 ◯ グラッツェ タンテ◯フェリーチェレガーロ
※この他、６１店舗については前月号をご参照ください。
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）

● 

募
集
人
数
＝
１
名（
担
当
地
区
…
柏
原
）

●
任
期
＝�

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）
～ 

令
和
２
年
７
月
19
日
（
日
）

● 

報
酬
＝
月
額
２
８
，
０
０
０
円

● 

主
な
業
務
内
容

　
① 

担
当
地
区
に
お
け
る
農
地
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
、
解
消

活
動
、
農
地
に
関
す
る
相
談
対
応

　
② 

会
議
・
研
修
会
へ
の
出
席

● 

応
募
方
法

　
所
定
の
様
式
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

農
業
委
員
会
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

● 

そ
の
他

　
① 

非
常
勤
特
別
職
員
の
公
務
員
と
な
り

ま
す
。

　
② 

業
務
に
は
守
秘
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
　

 

東
串
良
町
農
業
委
員
会

　
　
☎（
６
３
）３
１
２
９

問

　
販
売
初
日
の
10
月
１
日
（
火
）、
開
始
直
前
に
は
40
名
程

の
購
入
希
望
者
が
列
を
成
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
商
品
券
は
対
象
者
が
限
定
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
率

25
％
の
消
費
税
対
応
商
品
券
と
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開

催
な
ど
使
用
時
も
楽
し
み
が
続
く
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
10
％
の

ル
ー
ピ
ン
商
品
券
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
者
か
ら
は
消
費
税
率
が
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
商

品
券
サ
ー
ビ
ス
を
喜
ぶ
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
で
も
ま
だ
間
に
合
う
２
種
類
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
、
購
入
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

～
農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
～

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
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！

申請・制度等について
役 場 企 画 課　☎６３－３１２２
利用店舗の申込・商品券販売について
東串良町商工会　☎６３－６５５４

お問い合わせ先
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商
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８
月
30
日
、
秋
季
畜
産
共
進
会
が
町
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
の
方
々

が
日
頃
か
ら
大
切
に
育
て
た
自
慢
の
牛
42
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、若
雌
１
部
（
月
齢
12
ヶ
月
未
満
）

に
７
頭
、
若
雌
２
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ヶ
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は
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協

同
組
合
畜
産
部
の
新
牛
込
部
長
よ
り
「
粒
揃

い
で
発
育
良
好
な
牛
が
多
か
っ
た
。
特
に
体

積
の
優
れ
た
牛
が
多
く
、
東
串
良
町
の
基
礎

牛
と
し
て
期
待
で
き
る
牛
が
多
か
っ
た
。
難

点
を
申
し
上
げ
る
と
、
体
の
シ
マ
リ
や
、
毛

色
の
淡
い
牛
が
散
見
さ
れ
た
た
め
、
今
後
の

牛
の
調
教
や
水
洗
い
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

改
善
が
図
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
来
る
郡
共

進
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

と
講
評
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
☆

印
の
10
頭
が
９
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
肝
属

秋
季
畜
産
共
進
会
へ
出
品
し
ま
し
た
。

〔
肉
用
牛
若
雌
一
部
〕　　
　
　

　
最
優
秀
賞
１
席　
　
清
水　
　
京

　
　
　
　
　
２
席　
　
今
村　
千
鶴
子     

　
　
　
　
　
３
席　
　
清
瀧　
則
男

　
　
　
　
　
４
席　
　
松
元　
国
繁

　
優
秀
賞　
４
頭

〔
肉
用
牛
若
雌
二
部
〕　　
　
　

　
最
優
秀
賞
１
席　
☆
稲
隈　
哲
夫　
　
　

　
　
　
　
　
２
席　
　

 

川
路　
博
人 

（
父
系
群
出
品
）

　
　
　
　
　
３
席　
☆
杉
木　
定
夫

　
　
　
　
　
４
席　
☆
林　
啓
介

　
　
　
　
　
５
席　
　

 

外
園　
龍
一 

（
父
系
群
出
品
）

　
　
　
　
　
６
席　
　

 

外
園　
龍
一 

(

父
系
群
出
品
）

　
　
　
　
　
７
席　
☆
川
路　
博
人

　
　
　
　
　
８
席　
　
宮
之
前　
浩
二 

　
　
　
　
　
９
席　
　
今
村　
　
栄

　
　
　
　
　
10
席　
　
山
口　
則
夫

　
　
　
　
　
11
席　
　
櫻
木　
孝
二

　
　
　
　
　
12
席　
　
大
村　
教
男

　
優
秀
賞　
10
頭

〔
肉
用
牛
若
雌
三
部
〕

　
最
優
秀
賞
１
席　
☆ 

永
田　
客
蔵 

（
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
）

　
　
　
　
　
２
席　
☆
清
水　
龍
志

　
　
　
　
　
３
席　
　
宮
之
前　
雅
俊

　
　
　
　
　
４
席　
　
外
園　
朝
子

　
　
　
　
　
５
席　
　
清
水　
　
京

　
　
　
　
　
６
席　
　
岩
元　
昭
教

　
　
　
　
　
７
席　
　
宮
之
前　
雅
俊

　
　
　
　
　
８
席　
　
松
元　
友
信

　
　
　
　
　
９
席　
　
河
野　
千
鶴
子

　
優
秀
賞　
６
頭

〔
父
系
牛
群
区
〕

　
３
頭
１
組　
「
喜
亀
忠
」
号
の
産
子

　
　
☆
川
路　
博
人(

若
雌
二
部　
２
席
）

　
　
☆
外
園　
龍
一(

若
雌
二
部　
５
席
）

　
　
☆
外
園　
龍
一(

若
雌
二
部　
６
席
）

〔
成
雌
区
〕　　
　
☆
外
園　
龍
一

〔
団
体
成
績
〕　　
　
　
　
　
　

　
　
１
位　
　
新
川
西
支
部

　
　
２
位　
　
川
東
北
部
支
部

　
　
３
位　
　
岩
弘
支
部

秋
の
畜
産 
共
進
会
開
催
さ
れ
る

　
　

町
は
新
川
西
支
部
が
団
体
優
勝 

　
　

郡
で
は
Ｊ
Ａ
東
串
良
支
所
が
４
年
ぶ
り
に
団
体
優
勝

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合わせ先】
役
場
農
林
水
産
課 

☎
６
３

－

３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課 

☎
５
２

－

２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所 

☎
６
３

－

２
５
２
５

農
政

経
済

肉用牛若雌三部　最優秀賞１席
グランドチャンピオン賞　（永田�客蔵）
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肝
属
郡
の
第
64
回
肝
属
秋
季
畜
産
共
進
会

が
、
９
月
10
日
、
鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

本
町
か
ら
も
、
町
畜
産
共
進
会
で
選
ば
れ

た
代
表
の
牛
が
10
頭
出
品
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
、

個
体
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
父
系
群
区
に
出
品
し
た
３
頭

（
川
路
さ
ん
１
頭
、
外
園
さ
ん
２
頭
）
が
一

席
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
10
頭
の
出
品
牛
全
て

が
最
優
秀
賞
に
入
賞
す
る
快
挙
と
な
り
、
４

年
ぶ
り
と
な
る
団
体
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
共
進
会
選
定
審
査
で
は
、
父
系

群
区
で
１
席
と
な
っ
た
３
頭
に
加
え
、
若
雌

一
区
の
稲
隈
さ
ん
、
若
雌
二
区
の
永
田
さ
ん

の
牛
が
選
ば
れ
、
計
５
頭
が
９
月
28
日
に
開

催
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
」
へ
出

場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
審
査
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。（
☆
印
は
県
共
進
会
へ
の
出
品
牛
。）

〔
肉
用
牛
若
雌
一
部
〕　　
　
　

　
最
優
秀
賞　
三
席

　
　
☆
稲
隈　
哲
夫
（
あ
や
）

　
最
優
秀
賞　
七
席

　
　
　
杉
木　
定
夫
（
み
ち
こ
）

　
最
優
秀
賞　

　
　
　
川
路　
博
人
（
ゆ
り
は
な
の
１
）

　
　
　
林　
　
啓
介  （
な
ほ
30
）

〔
肉
用
牛
若
雌
二
部
〕　　
　
　

　
最
優
秀
賞　
四
席　

　
　
☆
永
田　
客
蔵
（
ふ
く
こ
）　

　
最
優
秀
賞　
八
席

　
　
　
清
水　
　
京
（
も
も
え
30
）

〔
父
系
群
三
部
〕

　
最
優
秀
賞　
一
席

　
　
☆
川
路　
博
人
（
さ
く
ら
51
）

　
　
☆
外
園　
龍
一
（
ゆ
き
よ
）

　
　
☆
外
園　
龍
一
（
ぼ
た
ん
）

〔
成
雌
区
四
部
〕

　
最
優
秀
賞　
三
席

　
　
　
外
園　
龍
一
（
さ
か
え
65
）

　
団
体
賞　
優　
勝

　
　
　
Ｊ
Ａ
東
串
良
支
所

団体優勝おめでとう！

父系群三部　最優秀賞　一席
川路�博人（さくら51）、外園�龍一（ゆきよ）、（ぼたん）

肉用牛若雌二部　最優秀賞　四席
永田�客蔵　（ふくこ）

肉用牛若雌一部　最優秀賞　三席
稲隈�哲夫　（あや）
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９
月
４
日
に
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で

２
０
１
９
年
大
隅
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
よ
り
75
頭
が
出
品
し
、

乳
用
牛
と
し
て
の
改
良
に
つ
い
て
比
較
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
共
進
会
に
つ
い
て
は
、
来
年
、

都
城
市
で
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開

催
さ
れ
る
た
め
、
プ
レ
全
共
と
し
て
、
九
州

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
例
年
と

は
出
品
区
が
異
な
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
出
品
区
は
、
第
１
部
か
ら
５
部
ま
で

が
未
経
産
、
第
６
部
か
ら
９
部
ま
で
が
経
産

牛
で
審
査
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
、
６
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
第
７
部
と
８
部
に
出
品
し
た
、

西
田
義
博
さ
ん
の
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
２
席
に
入

賞
し
、
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
の
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
部
の
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
【
第
１
部
】�

優
良
賞　
杉
木　
幸
男

　
【
第
２
部
】�

優
良
賞　
東
中
須　
義
浩

　
【
第
３
部
】�

優
良
賞　
松
田　
新
作

　
【
第
７
部
】�

最
優
秀
賞
２
席

　
　
☆
西
田　
義
博（
乳
器
特
別
賞
）

　
【
第
８
部
】�

最
優
秀
賞
２
席
☆
西
田　
義
博

　
【
第
９
部
】�

優
秀
賞
２
席　
松
田　
新
作

（
☆
印
は
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
の
出
品
牛
）

２
０
１
９
年
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
る

　
　

西
田
義
博
さ
ん
郡
共
進
会
で
２
席
入
賞　

県
共
進
会
出
場
決
定

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。　10月セリ市は10月16日～18日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円） 平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 55 (35) 995,000 610,491 △ 78,027 272
郡 723 (529) 2,984,000 636,741 △ 40,991 274

去
勢

町 70 (60) 1,064,000 725,014 △ 62,325 303
郡 669 (602) 1,145,000 735,931 △ 38,471 304

計
町 125 (95) 1,064,000 674,624 △ 65,817 289
郡 1,392 (1,131) 2,984,000 684,412 △ 42,039 289

９月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（９月17日～19日）

秋
冬
作
転
作
一
斉
確
認
に
つ
い
て

　
日
時
： 

令
和
元
年
11
月
14
日
（
木
）
に
実

施
予
定
で
す
。
※
雨
天
順
延

● 

個
票
に
つ
い
て
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

● 

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
転
作
確
認
日
ま

で
に
発
芽
し
て
い
る
も
の
を
飼
料
作
物
と

み
な
し
ま
す
。

　

 

転
作
確
認
日
以
降
の
播
種
は
原
則
認
め
ま

せ
ん
。

● 

確
認
日
前
に
収
穫
を
行
う
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

 

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会 

（
役
場
農
林
水
産
課
内
）

　
　
☎
６
３

－

３
１
２
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
６
３

－

３
１
３
８

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

問

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合わせ先】
役
場
農
林
水
産
課 

☎
６
３

－

３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課 

☎
５
２

－

２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所 

☎
６
３

－

２
５
２
５

農
政

経
済

第８部　最優秀賞２席
西田�義博

第７部　最優秀賞２席
西田�義博（乳器特別賞）
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【お問い合わせ先】肝属地区環境ふれあい館　☎６２－８１０１　 役場住民課  環境係　☎６３－３１０２

「第４回環境
ふれあい館まつり」開催のお知らせ

●日　時
　�令和元年10月27日（日）�
10時～ 14時

●場　所

　�肝属地区環境ふれあい館 
（さくら温泉となり）

●内　容　
・リサイクルオークション販売会（11時～）
・ リサイクル工作（プラバンストラップ、エ
コポットお絵かき）

・ フリーマーケット、おもちゃ病院開院

・協力団体ブース
　１　ぼかし肥料、焼き餅、ぜんざい販売
　２　資源ゴミとトイレットペーパー交換会
　３　似顔絵コーナー、陶芸作品販売
　４　焼き菓子、手作り小物雑貨販売
　５　�野菜、パン、うどん、そば、おにぎり

販売
・遊びの広場、光るおもちゃ、綿あめ販売
●�先着30名様にオリジナルエコバッグ無料配布
　※�内容については変更になる場合があります。

「肝属地区環境ふれあい館」は、環境について楽しく学ぶための施設です。
循環型の社会を目指し、地域のみなさんと『エコの輪』を広げましょう！

入場無料

日　時：�令和元年11月９日（土）９時～ 17時（展示）
　　　　　　　　 　　10日（日）９時～ 16時30分（展示・舞台）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※プログラム内容によって終了時間は変動します。

場　所：東串良町総合センター
　今年度の文化祭は、肝属地区広域文化祭が同時開催されるため、町内の各文化団
体や生涯学習講座などで学んだ成果の発表や園児や児童・生徒の舞台発表と作品展
示に加え、普段見ることのできない近隣市町の郷土芸能等の舞台発表や作品展示が
ご覧になれます。
　11月は「文化芸術に親しむ月間」となっておりますので、この機会にぜひ、ご来場
ください。
　詳しくは、プログラムをご覧ください。

第41回東串良
町文化祭・

第43回肝属地
区広域文化祭を
開催します。

キッコちゃん＆
モッキー
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2019年10月から、消費税率（消費税率＋地方消費税率）は、
次のように引上げられます。

消費税・地方消費税についての
大切なお知らせです

事 業 者の皆さん、
軽 減 税 率制度の準備はお 済みですか？

へ

引上げ分の地方消費税収入は、
全て、子育てや医療・介護など、
地域における社会保障のために
使われます。

私たちが一般に「消費税」と言っているのは、消費税（国税）と
地方消費税（都道府県税）を合計したものです。
また、地方消費税収入の２分の１は、市町村に交付されています。

10
月
か
ら

7.8%6.3%
2.2%1.7%

10月から
消費税・

地方消費税は

ひとりひとりのために
引上げ分は、

地方消費税

消費税

地方消費税

消費税10%8%現
行

　売上げや仕入れについて、取引ごとの税率
により区分経理を行うことや、区分記載請
求書等を交付する必要があります。

どちらも、消費税の仕
入税額控除の適用を
受けるためには、区分
記載請求書等及び帳
簿の保存が必要です。

　仕入れ（経費）について、取引ごとの税率
により区分経理を行う等の対応が必要とな
ります。

　課税事業者との取引に際しては、課税事業者が仕入税額控除を行う等の
ため、区分記載請求書等の交付などの対応が必要になる場合があります。

対象品目の売上げ・仕入れの
両方がある課税事業者

対象品目の売上げがなくても、
対象品目の仕入れ（経費）がある課税事業者

免税事業者

引上げと同時に、軽減税率制度が実施されます

ご存じですか？「地方消費税」とその役割

軽減税率対象

標準税率対象

人の飲用又は
食用に供されるもの

（食品表示法に規定する食品）
飲食料品

ケータリング等

テイクアウト・
宅配等 外 食

酒 類 有料老人ホーム
等で行う
飲食料品の提供

一体資産 ※ 一定の一体資産は、
飲食料品に含まれます。

医薬品・
医薬部外品等

紅茶セット

Cup

事 業 者 の 皆 さ ん！
軽減税率制度は、対象品目の取扱い（販売）の無い

事業者の方を含め全ての事業者の方に関係があります！

10
月
１
日
か
ら
は･･･

・請求書や帳簿などの記載のルールが変わります。
・軽減税率制度に対応したレジの導入等に対する支援があります。

詳細は裏面をご覧ください。

「酒類・外食を除く飲食料品」、「定期購読契約が締結された週２回以上発行される新聞」には、
軽減税率（８％）が適用されます。軽減税率の対象となる飲食料品の範囲は以下のとおりです。

2019年10月1日以降、帳簿や請求書には、
これまでの記載事項に加え、
帳簿には「軽減税率の対象品目である旨」の、
請求書等には「軽減税率の対象品目である旨」及び
「税率ごとに区分して合計した税込対価の額」の
記載が必要になります。

※2023年10月１日以降は、「適格請求書等保存方式」（いわゆるインボイス
制度）が導入され、区分記載請求書等の保存に代えて、適格請求書等の保
存が仕入税額控除の要件となります。なお、適格請求書は、税務署長に申請
して登録を受けた課税事業者（適格請求書発行事業者）が発行できます。

　消費税は、転嫁を通じて最終的には消費者が負担することを予定している税です。消費税の円滑かつ適正な転嫁に
ご理解とご協力をお願いします。なお、政府において事業者の皆さんに値付けなどの参考にしていただけるよう、「消
費税率の引上げに伴う価格設定について（ガイドライン）」を公表しています。

11月分　日用品
11月分　食料品

88,000
43,200

△△商事㈱

摘 要

総 勘 定 元 帳（ 仕 入 ）
税

区 分
借方
（円）

△△商事㈱
11
11

30
日

30
10%
8%

月
××年

② ① ③ ④

対象者

補助率

補助上限

完了期限

軽減税率の対象商品の販売を行っている中小の小売事業者等
原則 3／4（３万円未満のレジ購入の場合、4／5補助）
1台あたり20万円（※）、券売機１台あたり20万円

2019年9月30日まで（契約等の手続き）、12月16日まで（設置・支払い・補助金申請）

※商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス２０万円で上限４０万円。

ht tps: / /www.cao.go. jp / tenkata isaku/ index.html

・都道府県・市区町村

軽減税率制度についての詳しい情報は、国
税庁ホームページ内の特設サイト「消費税
の軽減税率制度について」をご覧ください

軽減税率対策補助金については「軽減税
率対策補助金事務局」のホームページを
ご覧ください

区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式（※）
① 課税仕入れの相手方の氏名又は名称
② 課税仕入れを行なった年月日
③ 課税仕入れに係る資産又は役務の内容

（軽減税率の対象品目である旨（※））
④ 課税仕入れに係る支払対価の額

転嫁対策の概要や
ガイドラインのURLは

新しい記載ルールに則った帳簿･請求書等の記載が必要です

軽減税率対応には、国の支援があります
まずはチェック！
今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメーカー等に確認する。
2019年9月30日までに導入・改修に関する契約等の手続きを完了し、12月16日までに設
置・支払い・補助金申請を完了する。

消費税の円滑かつ適正な転嫁について、ご存じですか？

「 軽 減 税 率 対 応レジ 」の 導 入 等 支 援 の 概 要

※内閣府消費税価格転嫁等相談対応室の
設置する回線です。

受付時間：
９時～17時（土日祝除く）

（令和元年９月・10月は土曜日も受付）

消費税価格転嫁等
総合相談センター

０１２０-２００-０４０ 
0570-200-123

転嫁、広告・宣伝、
価格表示、

便乗値上げ等に
関するご相談は

※独立行政法人中小企業基盤整備機構の設置する回線です。  

受付時間：9時～17時（土日祝除く）
(令和元年９月・１０月は土曜日も受付)

※国税庁の設置する回線です。

レジ補助金に
関するご相談は

軽減税率対策補助金事務局
０１２０-398-111
0570-081-222

軽減税率制度に
     関するご相談は

消費税軽減税率電話相談センター
 0120-205-553
 0570-030-456

受付時間：9時～17時（土日祝除く）
（令和元年９月・10月は土曜日も受付）

国税庁　軽減税率 検索 軽減税率対策補助金 検索
クリック!クリック!

例えば帳簿については次のような記載が必要です。

より詳しく知りたい方は…

※上記の例では、「税区分」欄に８％と記載することにより、「軽減税率の対象品目である旨」
を表記しています。

2019年10月から、消費税率（消費税率＋地方消費税率）は、
次のように引上げられます。

消費税・地方消費税についての
大切なお知らせです

事 業 者の皆さん、
軽 減 税 率制度の準備はお 済みですか？

へ

引上げ分の地方消費税収入は、
全て、子育てや医療・介護など、
地域における社会保障のために
使われます。

私たちが一般に「消費税」と言っているのは、消費税（国税）と
地方消費税（都道府県税）を合計したものです。
また、地方消費税収入の２分の１は、市町村に交付されています。

10
月
か
ら

7.8%6.3%
2.2%1.7%

10月から
消費税・

地方消費税は

ひとりひとりのために
引上げ分は、

地方消費税

消費税

地方消費税

消費税10%8%現
行

　売上げや仕入れについて、取引ごとの税率
により区分経理を行うことや、区分記載請
求書等を交付する必要があります。

どちらも、消費税の仕
入税額控除の適用を
受けるためには、区分
記載請求書等及び帳
簿の保存が必要です。

　仕入れ（経費）について、取引ごとの税率
により区分経理を行う等の対応が必要とな
ります。

　課税事業者との取引に際しては、課税事業者が仕入税額控除を行う等の
ため、区分記載請求書等の交付などの対応が必要になる場合があります。

対象品目の売上げ・仕入れの
両方がある課税事業者

対象品目の売上げがなくても、
対象品目の仕入れ（経費）がある課税事業者

免税事業者

引上げと同時に、軽減税率制度が実施されます

ご存じですか？「地方消費税」とその役割

軽減税率対象

標準税率対象

人の飲用又は
食用に供されるもの

（食品表示法に規定する食品）
飲食料品

ケータリング等

テイクアウト・
宅配等 外 食

酒 類 有料老人ホーム
等で行う
飲食料品の提供

一体資産 ※ 一定の一体資産は、
飲食料品に含まれます。

医薬品・
医薬部外品等

紅茶セット

Cup

事 業 者 の 皆 さ ん！
軽減税率制度は、対象品目の取扱い（販売）の無い

事業者の方を含め全ての事業者の方に関係があります！

10
月
１
日
か
ら
は･･･

・請求書や帳簿などの記載のルールが変わります。
・軽減税率制度に対応したレジの導入等に対する支援があります。

詳細は裏面をご覧ください。

「酒類・外食を除く飲食料品」、「定期購読契約が締結された週２回以上発行される新聞」には、
軽減税率（８％）が適用されます。軽減税率の対象となる飲食料品の範囲は以下のとおりです。

2019年10月1日以降、帳簿や請求書には、
これまでの記載事項に加え、
帳簿には「軽減税率の対象品目である旨」の、
請求書等には「軽減税率の対象品目である旨」及び
「税率ごとに区分して合計した税込対価の額」の
記載が必要になります。

※2023年10月１日以降は、「適格請求書等保存方式」（いわゆるインボイス
制度）が導入され、区分記載請求書等の保存に代えて、適格請求書等の保
存が仕入税額控除の要件となります。なお、適格請求書は、税務署長に申請
して登録を受けた課税事業者（適格請求書発行事業者）が発行できます。

　消費税は、転嫁を通じて最終的には消費者が負担することを予定している税です。消費税の円滑かつ適正な転嫁に
ご理解とご協力をお願いします。なお、政府において事業者の皆さんに値付けなどの参考にしていただけるよう、「消
費税率の引上げに伴う価格設定について（ガイドライン）」を公表しています。

11月分　日用品
11月分　食料品

88,000
43,200

△△商事㈱

摘 要

総 勘 定 元 帳（ 仕 入 ）
税

区 分
借方
（円）

△△商事㈱
11
11

30
日

30
10%
8%

月
××年

② ① ③ ④

対象者

補助率

補助上限

完了期限

軽減税率の対象商品の販売を行っている中小の小売事業者等
原則 3／4（３万円未満のレジ購入の場合、4／5補助）
1台あたり20万円（※）、券売機１台あたり20万円

2019年9月30日まで（契約等の手続き）、12月16日まで（設置・支払い・補助金申請）

※商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス２０万円で上限４０万円。

ht tps: / /www.cao.go. jp / tenkata isaku/ index.html

・都道府県・市区町村

軽減税率制度についての詳しい情報は、国
税庁ホームページ内の特設サイト「消費税
の軽減税率制度について」をご覧ください

軽減税率対策補助金については「軽減税
率対策補助金事務局」のホームページを
ご覧ください

区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式（※）
① 課税仕入れの相手方の氏名又は名称
② 課税仕入れを行なった年月日
③ 課税仕入れに係る資産又は役務の内容

（軽減税率の対象品目である旨（※））
④ 課税仕入れに係る支払対価の額

転嫁対策の概要や
ガイドラインのURLは

新しい記載ルールに則った帳簿･請求書等の記載が必要です

軽減税率対応には、国の支援があります
まずはチェック！
今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメーカー等に確認する。
2019年9月30日までに導入・改修に関する契約等の手続きを完了し、12月16日までに設
置・支払い・補助金申請を完了する。

消費税の円滑かつ適正な転嫁について、ご存じですか？

「 軽 減 税 率 対 応レジ 」の 導 入 等 支 援 の 概 要

※内閣府消費税価格転嫁等相談対応室の
設置する回線です。

受付時間：
９時～17時（土日祝除く）

（令和元年９月・10月は土曜日も受付）

消費税価格転嫁等
総合相談センター

０１２０-２００-０４０ 
0570-200-123

転嫁、広告・宣伝、
価格表示、

便乗値上げ等に
関するご相談は

※独立行政法人中小企業基盤整備機構の設置する回線です。  

受付時間：9時～17時（土日祝除く）
(令和元年９月・１０月は土曜日も受付)

※国税庁の設置する回線です。

レジ補助金に
関するご相談は

軽減税率対策補助金事務局
０１２０-398-111

0570-081-222

軽減税率制度に
     関するご相談は

消費税軽減税率電話相談センター
 0120-205-553
 0570-030-456

受付時間：9時～17時（土日祝除く）
（令和元年９月・10月は土曜日も受付）

国税庁　軽減税率 検索 軽減税率対策補助金 検索
クリック!クリック!

例えば帳簿については次のような記載が必要です。

より詳しく知りたい方は…

※上記の例では、「税区分」欄に８％と記載することにより、「軽減税率の対象品目である旨」
を表記しています。
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　トラクター、コンバイン、フォークリフト等の小型特殊自動車は、公道走行の有無にかかわらず、軽
自動車税の課税対象です。
　新しく取得または、現在所有している小型特殊自動車でナンバープレートが付いていないものがあり
ましたら、すみやかに東串良町役場税務課で申請し、交付を受けてください。
（注）�　車体を買い替えたときは、ナンバープレートの返納手続きと同時に、�

新たにナンバープレートの交付を受ける必要があります。
　　�　また、ナンバープレートを別の車両に付け替える場合も手続きが必要と

なります。

※標識（ナンバー）交付を受けても、公道走行できない車両もありますのでご注意ください。
　あくまで、町から交付される標識（ナンバー）は公道走行を許可するものではなく、
　課税標識となります。（公道走行できない車両の例：田植え機）

【軽自動車税の対象となる小型特殊自動車】
小型特殊自動車の区分 該　当　要　件 税　額

農耕作業用

トラクター
コンバイン
田植え機
薬剤散布車
など

乗用装置を有し
最高速度35ｋｍ/ｈ以下

エンジン排気量、車両のサイズの
制限はありません

年額2,400円

その他
�（上記以外）

フォークリフト
タイヤショベル
ロードローラ
ショベルローダ
ホイールローダ
ハイダンプワゴン
ラッピングマシン
など

車両の
長さ4.7ｍ以下
幅1.7ｍ以下
高さ2.8ｍ以下
最高速度15ｋｍ/ｈ以下
上記の要件を全て満たすもの

エンジン排気量の制限はありません

年額5,900円

【ナンバープレート交付（申請）等の際に必要なもの】
事　　由 必 要 な も の

新規登録
(名義変更)

(1)所有者、使用者の住所・氏名
(2)所有者、使用者の印鑑（認印可）
(3)車種、車名(メーカー名)、型式、車体番号のわかるもの

廃　　車

⑴所有者、使用者の住所・氏名
⑵所有者、使用者の印鑑（認印可）
⑶車種、車名(メーカー名)、型式、車体番号のわかるもの
⑷ナンバープレート
※�ナンバープレートの交付を受けた際の「標識交付証明書」をご持参いただくと手続き
がスムーズに行えます。

※�ナンバープレートを紛失した方は、弁償金200円を支払っていただくと手続きできます。

小型特殊自動車の
ナンバー登録はお済みですか？

【お問い合わせ先】役場税務課 　☎６３－３１０９
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９
月
20
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
光
園

に
お
け
る
防
火
管
理
の
う
ち
、
特
に
夜
間

の
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
入
園
者
の
安

全
確
保
が
確
立
で
き
る
よ
う
施
設
職
員
の

適
切
な
対
応
と
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を

目
的
に
、
26
回
目
と
な
る
夜
間
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、「
午
後
７
時
に
施
設
内
の
給

湯
室
に
て
出
火
、
初
期
消
火
に
失
敗
し
、

延
焼
拡
大
中
の
状
況
で
、
入
園
者
を
避
難

さ
せ
る
」
と
い
う
内
容
で
、
入
園
者
50
人

を
支
え
る
約
20
人
の
職
員
と
東
部
消
防
署

並
び
に
東
串
良
町
消
防
団
（
柏
原
分
団
）

が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
の
非
常
警
報
ベ
ル
を
合
図
に

訓
練
が
開
始
さ
れ
、
自
室
か
ら
出
て
く
る

入
園
者
に
対
し
、
職
員
が
適
切
に
出
口
ま

で
誘
導
し
、
逃
げ
遅
れ
た
方
が
い
な
い
か
、

１
室
ず
つ
避
難
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、『
地
域
の
方
々
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
自
力
避
難
困
難
者
の

対
応
も
含
め
、
※
避
難
限
界
時
間
内
で

の
避
難
が
行
え
る
よ
う
、
今
後
も
定
期

的
に
訓
練
を
行
い
た
い
。』
と
話
す
福

元
さ
ん
。

※
限
界
避
難
時
間
と
は

　
火
災
に
よ
り
各
居
室
や
避
難
経
路
が

危
険
な
状
況
と
な
る
ま
で
の
時
間

　

令
和
元
年
度
津
波
対
策
事
業
と
し
て
、

豊
栄
地
区
に
お
け
る
津
波
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
南

海
ト
ラ
フ
等
の
地
震
・
津
波
に
日
頃
か
ら

備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
次
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
今
回
は
豊

栄
地
区
の
方
々
を
対
象
に
池
之
原
小
学
校

へ
の
避
難
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
豊
栄
地
区
で
は
、
豊
栄
地
区
自
主

防
災
会
（
豊
栄
上
・
豊
栄
中
一
振
興
会
）

と
豊
栄
地
区
周
辺
の
各
事
業
所
で
構
成
す

る
ひ
っ
と
べ
会
、
町
消
防
団
に
よ
り
『
豊

栄
地
区
防
災
計
画
』
を
策
定
し
て
お
り
、

本
計
画
に
基
づ
き
、
自
助
・
互
助
・
共
助

の
精
神
と
行
動
に
よ
る
訓
練
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
豊
栄
地
区
の
方
々
は
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
日
時　

�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

�　

令
和
元
年
11
月
９
日（
土
）�

　
午
前
９
時
か
ら

２
．
訓
練
対
象
地
区

　

�　

�

豊
栄
地
区�

（
池
之
原
小
学
校
へ
の
避
難
を
想
定
）

【
注
意
事
項
】

①�

本
訓
練
は
、
豊
栄
地
区
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

②�

本
訓
練
は
、「
午
前
９
時
に
、
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
発

生
し
、
本
町
も
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観

測
。
３
分
後
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
」
と
い
う
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま

す
。

③�

津
波
避
難
場
所
は
池
之
原
小
学
校
と
し

て
い
ま
す
。

④�

訓
練
参
加
者
は
動
き
や
す
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

⑤�

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

⑥�

荒
天
等
で
の
中
止
決
定
は
、
防
災
行
政

無
線
で
発
表
す
る
ほ
か
、
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　�

役
場
総
務
課

　
　
☎（
６
３
）３
１
３
１

問

養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
光
園
夜
間
総
合
防
災
訓
練 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
火
災
へ
の
備
え
～

令
和
元
年
度
東
串
良
町
津
波
避
難
訓
練（
豊
栄
地
区
） 

実
施
の
お
知
ら
せ

明光園事務局長の福元さん
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絵本で話そう
～こどもの発想を大切に～

東串良町男女共同参画講演会

【お問い合わせ先】　役場企画課　☎６３－３１２２（内線２２３）

丸田 なつき氏
（鹿児島純心女子短期大学
生活学科こども学専攻　講師）

子どもの発達支援や学校現場での
支援を通して家族支援に取り組んでいる
◇専門　　家族心理学
◇資格　　臨床心理士、保育士

・発達に合わせた様々なジャンルの絵本の紹介
・ 絵本に潜む無自覚なメッセージが 

子どもの自由な発想にどう影響を与えるのか

開�催�日

開催時間

場　　所

講　　師

内　　容

令和元年

11月30日土
13時30分～15時00分予定
（13時受付開始）

東串良町保健センター２階
（東串良町役場となり）

入場無料
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　本年度は講師に鹿屋市の「よつもと矯正歯科」院長の四元みか先
生をお迎えし、「現代っ子の食と口の発達」を演題に講演をしてい
ただきました。虫歯はなくても不正咬合の増加やあごが小さくな
っている実態など、子どもたちが成長する上において心配される
問題を明治時代の偉人の写真を提示しながら、ユーモアを交え分
かりやすく丁寧に話をしていただきました。当日は100名を超え
る保護者や教職員が参加しました。虫歯がないから大丈夫で終わら
ず、生きる力にあふれた健康な口を育てることの重要性を再確認することのできた講演会となりました。

　この機会にぜひ各学校を訪問し、普段の授業や活動の様子をご覧ください！
【期間中の各学校の主な行事】（詳細は各学校へお問い合わせください）

学校名 期　日 主　な　行　事 連絡先

池之原小学校 11月１日（金）・５日（火） 給食試食会 63-204811月５日（火） 親子読書会

柏 原 小 学 校 11月５日（火） 読書まつり 63-850411月６日（水） 高齢者の方々との交流（４年生）
東串良中学校 11月１日（金） 第48回文化祭・PTAバザー 63-2071

　９月５日（木）に理科作品、６日（金）に作文と小・中学生が主
に夏休みの課題として取り組んだ各作品の審査会を役場の会議室
で実施しました。優秀な作品はさらに地区審査を経ての県の審査
会へも出品されます。親子で
協力しながら取り組んだ理科
作品や夏の体験談をまとめた
作文など、立派な作品が各学
校から数多く集まり、審査員
が一つ一つ丁寧に審査を行い、
特選や入選を決定しました。

　それぞれの作品から子どもたちの夏の頑張りを感じることので
きた審査会でした。なお、図書審査会は７月に実施しました。

【講師の四元みか先生】

こんにちは。
教育委員会です。

～　第85回　～

町学校保健会講演会を開催しました

地域が育む「かごしまの教育」県民週間（11/1 ～ 11/7）

作品審査会（理科・作文）を実施しました

幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

【理科審査会】

【作文審査会】

主に学校教育・教育相談など

主に社会教育・家庭教育など

管理課	 ６３－３１３３

社会教育課	 ６３－３１３４

東串良町教育委員会（役場３階）

10月の

教育委員会

主催行事等

・　10月12日（土）　土曜授業（各小・中学校）
・　10月19日（土）　地域とふれあう日（町内各集落公民館等）
・　10月23日（水）　就学時健康診断　家庭読書の日（毎月23日）
・　10月26日（土）　土曜学習講座「ひっくら塾」（９時30分～　役場３階）
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　   東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信　　Facebook [@higashikushira]

Facebook [@higashikushira] 東串良町地域おこし協力隊

　   東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信　　Facebook [@higashikushira]

Facebook [@higashikushira] 東串良町地域おこし協力隊

本
町
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
ま
す
！

　
今
月
号
で
は
、
夏
の
終
わ
り
か
ら

秋
に
か
け
て
協
力
隊
が
行
っ
て
い
る

広
報
活
動
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
写
真
集
の
作
成

　
今
年
2
月
に
発
行
し
た
写
真
集

「
東
く
し
ら
の
色
」
の
第
２
弾
を

作
成
し
、
今
月
末
に
は
配
布
で
き

る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、「
町
と
人
」の
写
真
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
町
外
の
方
に

は「
町
で
の
暮
ら
し
を
想
像
す
る
」

町
内
の
方
に
は「
暮
ら
し
に
誇
り

を
持
つ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
て
い
ま
す
。
写
真
集
を
ご
希

望
の
方
は
、
役
場
企
画
課
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
無
料
で
配
布
い

た
し
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
の
制
作

　
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
Ｋ
Ｋ

Ｂ（
鹿
児
島
放
送
）
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
の
出
品
作
品
の
制
作
に
携

わ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
、
和
牛

と
畜
産
農
家
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
授
業
の
一
環
で
鹿
児

島
市
か
ら
や
っ
て
来
た
大
学
生
た

ち
が
、
本
町
の「
人
と
食
と
自
然
」

に
触
れ
、
町
に
愛
着
を
抱
い
て
い

く
様
子
を
作
品
に
し
ま
し
た
。
町

外
か
ら
来
た
人
を
温
か
く
迎
え
る

温
も
り
や
優
し
さ
、
風
景
の
懐
か

し
さ
、
美
し
さ
を
上
手
く
描
け
た

と
思
い
ま
す
。
審
査
会
は
10
月
19

日（
土
）。
目
指
せ
グ
ラ
ン
プ
リ
！

③
東
京
都
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

10
月
25
日（
金
）、
東
京
都
千
代

田
区
有
楽
町
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、「
ふ
る
さ
と
暮
ら

し
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
首

都
圏
の
人
達
に
本
町
の
魅
力
を
発

信
し
、
移
住
を
意
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
担
い
手
不
足

や
少
子
化
が
進
む
中
で
、
町
が
生

き
残
る
た
め
に
、
外
に
向
け
た
発

信
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
本
町
の
風
景
写

真
展
と
移
住
者
ト
ー
ク
の
コ
ー
ナ

ー
で
本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

町
内
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ご
案
内
（
高
齢
者
向
け
）

　
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
今
年
度
４
回
を
計

画
し
て
お
り
、
既
に
２
回
開
催
し
ま
し

た（
下
の
写
真
）。
今
後
も
２
回
に
渡

っ
て
町
内
各
地
区
の
高
齢
者
の
皆
様
を

ご
案
内
し
て
参
り
ま
す
。
参
加
者
募
集

の
お
知
ら
せ
を
本
誌
で
行
い
ま
す
の
で

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
開
催
日（
予
定
）　
11
月
20
日（
水
）

　
対
象
地
区　

 

新
川
西
全
域
、
安
留
、

柏
原
、
川
東
南
部
・
北

部（
溜
水
を
除
く
）

　
時　
　
間　
8
時
半
～
12
時
半

　
参
加
費　
５
０
０
円（
昼
食
代
）

　
集
合
場
所　
最
寄
り
の
公
民
館

※
募
集
期
間　
10
月
15
日（
火
）～
30
日（
水
）

　
次
回
11
月
20
日（
水
）
開
催
の
募
集

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

加
入
者
は
、
各
地
区
の
会
長
さ
ん
ま

で
。
未
加
入
の
方
は
、
役
場
企
画
課
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
募
集
締
め
切
り

は
、10
月
30
日（
水
）ま
で
。
も
し
く
は
、

先
着
40
名
が
埋
ま
り
次
第
。
早
め
の
応

募
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
連
絡
は

左
記
ま
で
。

　
役
場
企
画
課　
担
当【
稲
森・山
田
】

　
☎（
６
３
）３
１
２
２

　
な
お
、
来
年
1
月
開
催
分
の
案
内
は

本
誌
12
月
号
で
改
め
て
ご
案
内
す
る
予

定
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

「町と人」の写真をまとめています。

２回目開催の様子
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＝ドライブレコーダー贈呈式＝
　肝付地区防犯協会では犯罪抑止を目的として、管内の青色パト
ロール隊などにドライブレコーダーの貸し出しを検討していたとこ
ろ、この取り組みに賛同していただいた、鹿児島県遊技業組合肝付
支部から肝付地区防犯協会にドライブレコーダー 50台の寄贈の申
し出があり、8月2日、肝付町コミュニティセンターにおいて、遊
技業組合肝付支部5人の参加の下、加治木正支部長から肝付地区防
犯協会永野和行会長へ贈呈式を行いました。
　全国で通学途中の子どもに対する犯罪や声掛け事案などが相次い
で発生していることから、当防犯協会では、防犯意識の向上を図る
ためにパトロールの強化に努め、事件・事故の早期解決に役立てて、
安全で安心なまちづくりに少しでも貢献できるよう活用したいと思
います。

＝薬物乱用防止教室開講＝
　７月17日、肝付町の楠隼中高一貫
学校において薬物乱用防止教室を実
施しました。同校在学生全員が参加
し、「薬物を使用することで脳や体
にダメージを与え、最悪死に至るこ
ともある」と薬物乱用の怖さを訴え
ました。また「学生としての自覚と
勇気を持ち、親や警察に相談するこ
と」を指導しました。

セーフティライフ

く に み 岳 みんなで つくろう 安全安心のまち 「車内安全運動」推進中

　安全に対する地域住民の意識を高め、安全で安心して暮らせる地域社会の実現を目指すため、令和元年全
国地域安全運動が10月11日(金)から10月20日(日)までの10日間、実施されます。
　肝付地区防犯協会では、警察署や自治体、関係各機関などと連携を図り、「安全で安心なまち」の構築を目
指し、いろいろな運動を展開いたします。期間中、警察を始め、肝付町・東串良町など関係機関及び防犯ボ
ランティアの方々の協力を得て、青パト隊や広報車による巡回パトロールの実施、また子供や高齢者の防犯
意識の高揚を図るため、防犯キャンペーン等を実施する予定です。それに伴い、10月11日(金)全国地域安全
運動出発式を開催します。

－ 出発式の御案内 －
★日時　令和元年10月11日（金）午前9時45分～
★場所　四十九所神社
★内容　�主催者あいさつ、高山流鏑馬の射手による

犯罪的射抜き、園児によるパフォーマンス等

★「車内安全運動」推進中
　車上ねらいに注意！！

～鍵かけて、金置かざれば、被害なし～

地域安全ニュース  令和元年 10 月号（第 293号）　肝付地区防犯協会（☎６５－０１１０　内線５８３）

＊お知らせ
　出発式開催に伴い、10月11日午前９時
30分から午前10時30分まで、四十九所神
社前道路を通行止めとします。地域の皆さ
まにはご迷惑をお掛けしますが、ご協力を
お願いいたします。

みんなでつくろう 安全安心のまち
1０月11日から全国地域安全運動始まります！

運動の重点
⑴�子ども・女性・高齢者の犯罪被害防止
⑵�うそ電話詐欺（特殊詐欺）の被害防止
⑶�車上ねらいの被害防止
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新刊紹介

東串良町総合センター内 図書室　　開室時間：午前９時〜午後５時
【お問い合わせ先】総合センター　☎６３－２１２２（代）

子どもといっしょに読書の日 10月23日（水）

一
般
書

▪「
い
か
れ
こ
ろ
」

三
国 

美
千
子
　
著

　
大
阪
南
部
の
あ
る
一
族
に
持

ち
上
が
っ
た
縁
談
を
軸
に
、
母

を
甘
や
か
す
本
家
の
祖
父
母
、

学
生
運
動
を
し
て
い
た
婿
養
子

の
父
、
穏
や
か
で
優
し
い
精
神

を
病
ん
だ
叔
母
、
因
襲
的
な
親

戚
の
姿
を
幼
女
の
視
点
か
ら
描

い
た
作
品
。
第
32
回
三
島
由
紀

夫
賞
受
賞
作
。

一
般
書

▪「
緋
の
河
」

桜
木 

紫
乃
　
著

　
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
に
描

か
れ
た
小
説
。
戦
時
中
に
生
ま

れ
た
男
の
子
が
少
女
か
ら
女
へ

と
成
長
し
て
い
く
過
程
の
中
で

受
け
た
数
々
の
試
練
。
逆
境
に

も
負
け
ず
「
わ
た
し
は
わ
た
し

に
な
る
」
と
い
う
生
き
方
を
貫

き
通
し
た
主
人
公“
秀
男
”の
生

き
方
に
胸
を
打
た
れ
る
一
冊
。

一
般
書

▪「
百
の
夜
は
跳
ね
て
」

古
市 

憲
寿
　
著

　

幼
い
と
き
か
ら
要
領
が
よ

か
っ
た
け
れ
ど
、就
活
は
全
滅
。

翔
太
は
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
清
掃
員

に
な
る
。
あ
る
日
、
高
層
に
住

む
老
婆
と
目
が
合
い
誘
わ
れ
る

よ
う
に
部
屋
を
訪
ね
た
翔
太
は

紙
幣
の
束
と
共
に
奇
妙
な
依
頼

を
受
け
る
。
孤
独
な
二
人
の
間

に
生
ま
れ
る
不
思
議
な
交
流
。

翔
太
の
行
き
着
く
先
は
…
。

一
般
書

▪「
夏
の
騎
士
」百

田 

尚
樹
　
著

　
６
年
生
の
夏
。弱
虫
の
主
人
公・

宏
志
は
友
人
の
陽
介
と
健
太
と
共

に
、
騎
士
団
を
結
成
し
ま
す
。
そ

し
て
始
ま
る
ひ
と
夏
の
物
語
。
淡

い
恋
心
、勉
強
、文
化
祭
の
練
習
、

さ
ら
に
は
殺
人
事
件
の
犯
人
捜
し

ま
で
。
ひ
と
夏
の
冒
険
が
、
少
年

達
に
自
信
と
勇
気
を
も
た
ら
す
爽

快
感
溢
れ
る
物
語
。

児
童
書

▪「
ハ
ー
ト
の
レ
オ
ナ
」

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
　
作

　

あ
る
日
、
レ
オ
ナ
は
ム
ワ
リ
に

打
ち
明
け
ま
し
た
。「
わ
た
し
も
ム

ワ
リ
み
た
い
に
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
た

い
！
」そ
し
て
始
ま
っ
た
冒
険
の
旅
。

土
地
に
伝
わ
る
音
楽
を
聴
き
、
文

字
を
学
ぶ
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を

知
り
…
。
旅
か
ら
戻
っ
た
レ
オ
ナ
が

家
族
に
伝
え

た
こ
と
は
？

愛
と
命
の
冒

険
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
。

児
童
書

▪「
マ
ッ
ク
ス
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
行
く
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
　
著

　
あ
る
日
、
ト
ー
リ
の
犬
マ
ッ

ク
ス
は
、
宇
宙
旅
行
を
す
る
犬

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
迎
え
た
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
の
日
。
無
重
力
空
間
で
ど
ん

な
体
験
・
事
件
が
待
ち
受
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
…
。
大
人
も

楽
し
く
学
べ
る
科
学
冒
険
の
お

話
で
す
。

絵
本

▪「
は
ん
な
ち
ゃ
ん
と
へ
ん
ち
く
り
ん
」

は
ん
な
パ
パ
　
文

　
は
ん
な
ち
ゃ
ん
の
お
な
か
の
中

に
、い
た
ず
ら
を
す
る「
ち
く
り
ん
」

が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ち
く
り
ん
に
出
て
い
っ
て

も
ら
う
た
め
、
何
度
も
検
査
や
注

射
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
本
は
娘
に
嘘
を
つ
き
た
く
な

い
か
ら
…
と
い
う
家
族
の
思
い
か

ら
で
き
た
心
温
ま
る
絵
本
で
す
。

絵
本

▪「
お
か
あ
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

み
や
に
し 

た
つ
や
　
作

　
“
ぼ
く
”
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
伝

え
た
い
こ
と
が
あ
る
。
ほ
め
て
く
れ

た
こ
と
、
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
優

し
く
し
て
く
れ
た
こ
と
、
助
け
て
く

れ
た
こ
と
、
許
し
て
く
れ
た
こ
と
、

喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
…
そ
ん
な
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
こ
と
に
感
謝
を
こ
め
て

伝
え
ま
す
。
す
べ
て
の
お
母
さ
ん
と

子
ど
も
た
ち
へ
の
絵
本
。

※�毎月23日（家庭読書の日）は，お一人３冊まで借りられます。（通常は２冊まで）是非、ご利用ください。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

図書室だより

23 2019.10 広報



ジ
ャ
ン
ボ
な 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
大
収
穫

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」と「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」が
９
月
24
日（
火
）か
ら
全
国

で
同
時
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

●
販
売
期
間

　

 

９
月
24
日（
火
）～
10
月
18
日（
金
）

●
抽
選
日

　
10
月
30
日（
水
）

●
販
売
価
格

　
各
１
枚　
３
０
０
円

●
当
選
金

■�

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１　
等　
３
億
円
×
８
本

　
前
後
賞　
各
１
億
円
×
16
本

　
※ 

当
選
本
数
は
発
売
総
額

２
４
０
億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
１　
等　
　
２
０
０
０
万
円
×
16
本

　
前
後
賞　
各
５
０
０
万
円
×
32
本

　
※ 

当
選
本
数
は
発
売
総
額

１
２
０
億
円
・
４
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合

そ
の
表
示
、 

適
切
で
す
か
？

　
食
品
表
示
法
（
Ｈ
27
年
４
月
１

日
施
行
）
は
製
造
者
・
販
売
者
等

へ
食
品
表
示
基
準
に
基
づ
く
表
示

を
義
務
付
け
た
ル
ー
ル
で
す
。
そ

の
準
備（
表
示
切
り
替
え
等
）を
行

う
期
間
の
終
了
が
間
近
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
関
係
者
の
み
な
さ
ま
は
今
一
度
、

自
社
で
取
り
扱
う
食
品
表
示
を
ご

確
認
い
た
だ
き
ま
し
て
、
適
切
な

表
示
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
経
過
措
置
期
間（
準
備
期
間
）

　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

　
　

�

消
費
者
庁
食
品
表
示
企
画
課

　
　

 

☎
０
３（
３
５
０
７
）８
８
０
０

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催

　
解
雇
、
雇
止
め
、
賃
下
げ
、
パ

ワ
ハ
ラ
等
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
10
月
は
個
別
労
働
関
係
紛
争
処

理
制
度
に
係
る
周
知
月
間
で
す
。

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
に
生
じ
た
『
労

働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
』
解
決
に

向
け
て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
出
張
合
同
相
談
会

　
■�

日
時
：
10
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
15
時
30
分

　
■
場
所
：�

出
水
市
役
所
３
階
会

議
室

②
定
期
相
談
会

　
■�

日
時
：
10
月
23
日（
水
）

　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
17
時

　
■�
場
所
：
県
庁
労
働
委
員
会

③
休
日
相
談
会

　
■�

日
時
：
10
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

　
■
場
所
：�

か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー

　
　

�

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３

　
　

 https://www.pref.kagoshima.
jp/sangyo-rodo/rodoiinkai/
index.html

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫

で
す
か
？ 

～
空
き
家
に
し
な
い
ヒ
ン
ト
～

　
空
き
家
対
策
の
講
演
会
を
全

２
回
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

①�

日
時
：
11
月
20
日（
水
）14
時
～

　
場
所
：�

錦
江
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
先
着
２
０
０
名

②
日
時
：�

11
月
21
日（
木
） 

９
時
30
分
～

　
場
所
：�

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や 

※
先
着
３
９
０
名

●�

講
師
：
有
江　
正
太 

（
特
定
非
営
利
法
人　
空
き
家

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

●�

テ
ー
マ
：「
空
き
家
の
現
状
と

N
PO

法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
活
動
」（
奈
良
県
で

の
活
動
概
要
、空
き
家
の
予
防・

管
理
、
空
き
家
の
活
用
等
）

●
参
加
費
：
無
料

●
申
込
期
限
：
11
月
６
日（
水
）

◆�

講
演
会
終
了
後
に
無
料
相
談
会

（
各
会
場
先
着
20
名
）を
開
催
し

ま
す
（
空
き
家
の
解
体
・
相
談

等
な
ん
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
）。
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

�

役
場
企
画
課 

☎（
６
３
）３
１
２
２

介
護
・
福
祉
の
訓
練
生

を
募
集

　
「
介
護
・
福
祉
科（
介
護
事
務
付

加
コ
ー
ス
）
Ｋ
①　
託
児
サ
ー
ビ

ス
付
」の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

　

 

12
月
３
日（
火
）～
令
和
２
年 

３
月
２
日（
月
）

●
訓
練
場
所

　
大
隅
地
域
福
祉
事
務
所
ゆ
ら
お
う

●
対
象
者

　
再
就
職
を
目
指
す
人

●
募
集
期
間

　
11
月
14
日（
木
）ま
で

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

�

鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所

　
　
☎（
４
２
）４
１
３
５

　
　
大
隅
公
共
職
業
安
定
所

　
　
☎
０
９
９（
４
８
２
）１
２
６
５

問

問

問問

掲
示
板

く
ら
し
の
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シルバー人材センター  会員大募集！！
詳しくは事務局まで  ☎63－5401

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　
土
地
は
私
た
ち
の
生
活
や
企
業

活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な
基
盤
で

す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
10
月

を「
土
地
月
間
」と
定
め
、
土
地
に

関
す
る
基
本
理
念
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で

き
る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一

度
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。　

●�

実
施
期
間
：�

10
月
１
日
（
火
）

～
31
日（
木
）

●
実
施
主
体
：�

国
土
交
通
省
、 

東
串
良
町

●�

行
事
内
容
：�

講
演
会
、
無
料
相

談
会
の
実
施
、
ポ

ス
タ
ー
等
の
配
布

※ 

お
近
く
の
講
演
会
等
は
役
場
企

画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

　
　

�

役
場
企
画
課 

☎（
６
３
）３
１
２
２

２
０
２
０（
令
和
２
）年
版

県
民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
は
、
昭

和
34
年
か
ら
毎
年
、
鹿
児
島
県
民

手
帳
を
刊
行
し
て
お
り
、
60
年
以

上
の
長
き
に
渡
り
鹿
児
島
県
民
に

愛
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
版
を
10
月
18
日（
金
）か
ら
販
売

し
ま
す
。

　
今
回
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能

と
合
わ
せ
て
「
鹿
児
島
の
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
分
か
る
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
統
計
デ
ー
タ
で
見
る
鹿

児
島
県
や
市
町
村
の
こ
と
、
県
内

の
祭
り
・
行
事
の
紹
介
な
ど
ふ
る

さ
と
の
情
報
も
満
載
で
す
。

　
色
は
黒
と
赤
の
２
種
類
。
価
格

は
５
５
０
円（
税
込
）。
県
内
の
コ

ン
ビ
ニ
、
書
店
・
文
房
具
店
で
購

入
で
き
ま
す
。

　
　

�

鹿
児
島
県
統
計
協
会 

（
県
庁
統
計
課
内
）

　
　
☎
０
９
９（
８
０
１
）６
８
８
５

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

０
９
９

－

８
０
１

－

６
８
８
６

　
　

E-m
ail

： k-toukeikyoukai@
kag.bbiq.jp

　
　
役
場
企
画
課　
　

　
　
☎（
６
３
）３
１
２
２

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
６
３
）３
１
３
８

　
　

E-m
ail

： kikaku@
higashikushira.
com

あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議

会
」を
開
催

　
県
民
と
県
議
会
議

員
が
地
域
の
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
「
あ
な
た
の

そ
ば
で
県
議
会
」
を
こ
の
度
大
隅

地
域
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
：�
10
月
12
日（
土
） 

13
時
～
15
時

●
場
所
：
肝
付
町
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
対
象
者
：
大
隅
地
域
の
方

●�

テ
ー
マ
：「
あ
な
た
の
考
え
る

大
隅
地
域
の
振
興
策
」（
案
）

●�

出
席
議
員
：
県
議
会
議
長
、
県

議
会
副
議
長
、
地
元
選
出
県
議

会
議
員
ほ
か

　
　

�

県
議
会
事
務
局　
総
務
課

　
　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
０
１
３

問問

「問

掲示板くらしの

25 2019.10 広報



東
串
良
町
短
歌
会

投
　
稿

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日

常
の
素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
６
３

－

２
３
８
５
）

日
本
に
は 

相ふ
さ
わ応
し
か
ら
ぬ 

カ
ジ
ノ
論
議

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存 
増
え
る
不
安
も

 

福
永
　
康
子

亡
き
夫
も 

息
子
も
孫
も 

一
人
っ
子

　
孫
に
彼
女
が 

家
族
が
増
え
て

柚
木
原 
み
つ
え

耳
遠
く 

緑
内
障
の 

眼
に
写
る

　
テ
レ
ビ
の
画
像 

流
れ
ゆ
く
の
み

 

藤
元
　
美
保
子

深
み
行
く 

日
暮
れ
高
鳴
く 

法
師
蝉

　
召
さ
れ
し
友
の 

通
夜
を
知
ら
せ
て

 

松
矢
　
京
子

梅
雨
明
け
の 

稲
は
日
に
日
に 

輝
い
て

　
猛
暑
が
一
気
に 

刈
り
入
れ
急せ

か
す

 

永
田
　
康
朗

わ
が
町
の 

歴
史
と
文
化 

紐
解
い
て

　
若
き
英
知
が 

未
来
を
拓
く 

田
之
畑
　
稔

郷
愁
（
十
月
）　

高
崎　

唯
子

応
援
歌

　
い
ざ
来こ

ぞ
来き

た
れ

　
　
運
動
会

　「
♪
い
ざ
来
ぞ
、
い
ざ
来
た
れ
、
我
ら

が
選
手
こ
こ
に
あ
り
、
予か

ね
て
鍛き
た

え
し

鉄て
っ

脚き
ゃ
くを
験た
め

さ
ん
時
は
今
な
る
ぞ
」。
運
動

会
は
地
域
ご
と
に
組
分
け
し
た
赤
、白
、黄
、

青
組
に
よ
る
応
援
合
戦
で
も
あ
っ
た
。

産う
ぶ

土す
な

は

　
笛
に
笙
し
ょ
う
の
音ね

　
　
秋
ま
つ
り

　
秋
祭
り
は
秋
の
稔み
の

り
を
産
土
神
に
感
謝

す
る
神
事
で
あ
る
。
神
社
で
は
朝
か
ら
神

職
が
奉
納
す
る
神
事
祝
詞
と
共
に
太
鼓
、

笛
や
笙
の
厳
か
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

里
で
は
馳
走
を
作
り
氏
神
に
供
え
る
。

※�

各
句
内
の
季
語

※※

★保護者から一言★

いつもニコニコ
可愛い笑愛ちゃん♥
 １歳おめでとう★
毎日、癒しをありがとう
これからもねぇねとにぃにと
仲良くスクスク大きくなってね
父・母より

★保護者から一言★

１歳のお誕生日おめでとう♥
好奇心旺盛・食欲旺盛で
活発に動き回る綺ちゃん★
お姉ちゃんと元気に仲良く
育ってね♥

父・母より

長濵 笑
え

愛
ま

ちゃん

中村 綺
あや

華
は

ちゃん

満一歳
すこやかスナップ
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子育て支援センター ひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー【10月13日～11月12日予定表】

★ 午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ−記載の活動は午前中に行っています。）
★ ０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合せ先 東串良町委託事業子育て支援センター
 ひまわり館（青葉保育園内）　
 ☎（３５）１５５５

日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19

休館 休館 親子で体操
（総合センター）

ハロウィン飾りを
作ろう ベビーマッサージ まつぼっくりを拾いに行こう

（農村環境改善センター） 休館

20 21 22 23 24 25 26

休館 身体測定 休館 手作りスタンプで
遊ぼう

ジェームスと一緒に
英語にトライ！ 園庭あそび 休館

27 28 29 30 31 11/1 2

休館 秋の製作 好きな遊びを
楽しもう 休館 お楽しみ会 親子でエアロビ

（総合センター） 休館

3 4 5 6 7 8 9

休館 休館 カレンダー作り 砂場あそび ドライブごっこ
（総合体育館）

読書の秋
～絵本と出会おう！～ 休館

10 11 12

休館 公園へ行こう
（あすぱる大崎）

芸術の秋
～画家になろう！～

戸
籍
の
窓
『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住
民
課

窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 申し込まれる方は、10月21日（月）までに、
下記連絡先へご連絡ください。

● 退去をされる方は、1 ヶ月前までにご連
絡ください。

● 団地（敷地内）での雑草等の処理をお願いします。
【お問い合わせ】

役場建設課建設係　☎63-3126 (内線236)

公　営：所得に応じて家賃が毎年変わります。
特公賃： 一定以上の所得が必要で、家賃は

変わりません。

公営住宅空き情報
（令和元年10月10日現在）

〔公営〕第二池之原団地 １戸

（
敬
称
略
）

8
月
13
日
～
9
月
12
日

町
社
協
だ
よ
り
（
9
月
12
日
現
在
）

◎�

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会�

福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
柏
原
一
下
の
故･

尖
幸
子
さ
ん
の
ご
遺
族

　
尖
雅
之
さ
ん
か
ら

▼�

に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
池
之
原
の
故･

野
元
秀
政
さ
ん
の

ご
遺
族
　
野
元
ゆ
う
子
さ
ん
か
ら

▼�

柏
原
一
中
の
故･

田
之
頭
ト
シ
子
さ
ん
の
ご
遺
族

田
之
頭
学
さ
ん
か
ら

▼�

豊
栄
七
の
故･

梅
ヶ
迫
ミ
チ
エ
さ
ん
の
ご
遺
族�

野
村
純
子
さ
ん
か
ら

▼�

安
留
下
の
故･

新
村
熊
雄
さ
ん
の
ご
遺
族

　
新
村
裕
文
さ
ん
か
ら

▼
大
塚
原
の
故･

靏
丸
ミ
ク
サ
さ
ん
の
ご
遺
族

　
靏
丸
義
郎
さ
ん
か
ら

▼
中
園
の
故･

永
吉
ユ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　
永
吉
豊
さ
ん
か
ら

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
氏
　
名

永
峯
　
陽ひ

な
と斗

保
護
者

翔
太

夕
貴

振
興
会

豊
栄
上
一

ご
結
婚
お
め
で
と
う

本
籍

ド
イ
ツ

新
川
西

 

現
住
所

ド
イ
ツ

    

氏
　
名

ネ
ル
ガ
ー�

エ
リ
ッ
ク

木
元
　
み
さ
き

9 月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

女
（
（

）
）

4
▲14

（ ）
）（

男

合　計
世帯数

3,472

3,248
6,606

3,134
当月 （前月比）

転　入　15 人
転　出　18 人

出　生   2 人
死　亡   9 人

前月

3,486
3,130

6,616
3,247

▲10
1

年
齢

九
一

八
五

九
四

八
八

八
八

　
氏
　
名

梅
ヶ
迫
ミ
チ
エ

靏
丸
　
ミ
ク
サ

新
村
　
熊
雄

永
吉
　
ユ
ミ

田
之
頭
ト
シ
子

振
興
会

豊
栄
七

大
塚
原

安
留
下

中
園

柏
原
一
中

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
月

13
日

29
火

14
月

体育の日 30
水

15
火

31
木

　母子健康相談　13：00 ～

16
水

ひっとべデー 1
金

　第48回中学校文化祭

17
木

　鳥獣対策セミナー 2
土

18
金

3
日

　医師会健診　7：30 ～

19
土

　土地改良ボランティア活動
地域とふれあう日（各公民館等）

4
月

20
日

　職員採用二次試験 5
火

　読書まつり
　親子読書会

21
月

福 いきいき体操　9：30 ～ 6
水

22
火

即位礼正殿の儀の行われる日 7
木

23
水

読書の日
　 就学時健康診断

8
金

24
木

9
土

　  第41回東串良町文化祭・ 
第4３回肝属地区広域文化祭 

（展示）9：00 ～
津波避難訓練（豊栄地区）

25
金

狂犬病予防注射（町内一円）
　 ペンギン学級　13：00 ～

10
日

　  第41回東串良町文化祭・ 
第4３回肝属地区広域文化祭 

（展示・舞台）9：00 ～

26
土

 　ひっくら塾　9：30 ～ 11
月

福 いきいき体操　9：30 ～

27
日

関東東くしら会
　女性検診（予約制）
環境ふれあい館まつり

12
火

　 １歳６カ月児健診  13：00 ～ 
３歳児健診

保

東

保

保

体

役 柏
池

保

総

保

総

役

保
保

こよみ CALENDAR

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３−３１０２
福 祉 課 ６３−３１０３
税 務 課 ６３−３１０９
会 計 室 ６３−３１２１
総 務 課 ６３−３１３１
企 画 課 ６３−３１２２
農 林 水 産 課 ６３−３１２３
農 地 課 ６３−３１２９
建 設 課 ６３−３１２６
農 業 委 員 会 ６３−３１２９
議 会 事 務 局 ６３−３１３２
監 査 委 員 室 ６３−３１３２
管 理 課 ６３−３１３３
社 会 教 育 課 ６３−３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

：市街地区ごみ収集
　7：00～8：00

：農村地区ごみ収集
　7：00～8：00

：その他燃やせないごみ収集
　7：00～8：00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　7：00～8：00

：資源ごみ収集
　7：00～8：00

：資源ごみ中央収集
　9：00～12：00　13：00～16：00

ごみ収集 清掃センター （63）0168

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
農村環境改善センター
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館
に こ に こ 館
柏原簡易郵便 局
有機堆 肥センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701
（63）0280
（63）0281
（63）4507

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

福
物
に
に

AED
AED
AED
AED

AED
AED
AED

AED

AED

農

●発行／東串良町企画課　　　　●発行日／令和元年10月10日
〒893-1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西1543　☎0994-63-3122　Fax 0994-63-3138
東串良町ＨＰ　http://www.higashikushira.com　E-mail　kikaku@higashikushira.com

無料アプリ「マチイロ」で広報東くしら配信中！▶ 【 android 用 】【 ios 用 】

※変更される場合があります。ご注意ください。

10/13　11/12消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－�火事・救急は『１１９』番へ�－

水道漏水当番
63-997610月 （有）吉田建設
63-245411月 （株）吉留組

日曜在宅医当番
63-787813日� 黎明脳神経外科

27日 山路医院 63-2134
58-700611月3日 入佐内科

65-092120日 ﾙﾐｺ医療ｽﾃｰｼｮﾝ

65-717110日 高山胃腸科 ･外科

★納期限までに納入しましょう。

10 月の納税等

（10月31日）口 座 引 落 日

国民健康保険税 （　４　期　）
後期高齢者保険料 （　４　期　）
介 護 保 険 料 （　４　期　）
町 県 民 税 （　３　期　）


